
フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
運動失明や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  
た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白文の広汎な  
変性と皮質および白賞におけるPrP沈着を示す非定型孤  
発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vCJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン12馴まホモバリンであった。  

ArchNeuro12007：  
64：1780－1784  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

伝染性海線状脳症（TSE）の伝播性を調べるための実験  
VetRes2008；39： 34  的アプローチ法を要約し、実験における所見と自然発生  

するTSE（主にウシ海綿状脳症及びスクレイピー）およぴ  
コントロール方法との関連性を考察している。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

1990年代にウシ海綿状脳症が英国で流行したことを受け  

て、ヒト及び動物において伝染性海綿状脳症を検出する  
ために開発された様々な技法についての総説である。V  
CJDが輸血により感染しうることが明らかなことから、  
VCJDの診断に関する血液検査の開発が最優先事項であ  
る。  

VetRes2008；39： 33  

／くイエル  

ズ瓦蒲デブ㌃  
ブミン  

諜石窟‾‾…‾  米国  
インターフェロンベータ・1b（遺伝子組換  

え）  

イットリウム（90Y）イブリツモマブチウ  

キセタン  
インジウム（111Ⅰ）イブリツモマブ チウキ  

セタン  

Vox Sanguinis 
2007；93：208－215  兼成分検体を対象として2種類のPCRアツセイを用いたパ  

ルボウイルスB19（B19V）のスクリーニング試験を実施し  

た。その結果、232検体がB19VDNA値100万ル／ml以上で  
あった。ヨーロッパ人ドナーにおいてはB19V遺伝子2型及  
び3型の保有率は極めて低いと考えられた。   
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ヒト血菜中のパルボウイルスB19（B19V）抗原を検出する  
EIAを開発した。本アツセイを用いて無症候性ドナーから  
採取したウイルス血症性の献血検体を検査したところ、低  
pHの状態ではB19V検出が大幅に増加した。また、B19抗  
原の検出はB19IgMまたはIgG抗体存在下で影響を受け  
なかった。B19VIgMアッセイと併用することにより、急性  
B19感染の91％を検出した。B19VIgM検出法とB19V抗原  
EIAの併用はPCRに替わるB19V感染の有効な検出法とな  
ると思われる。  

VoxSang山nis  

2007：93：216－222  

パルボウイル ス  
●‾  

粟国方正議革ジ亨＝テ櫛三義信モ茄6許査読5盲お葡簡  

に採取した5020名の供血者由来の保存血祭検体を高感  
度PCRスクリーニング法を用いてパルボウイルスB19  

DNAについて検査した。B19DNA陽性率は0．88，iであっ  

た。DNA陽性検体の全てがIgG陽性で、23痛（IgM陽性で  

あった。IgM血清陽性率はDNA値と相関した。  

Transfusion2007：  

47：1756－1764  

パルボウイル ス  819ウイルスの不活性化機構を調べた。熟または低PHに  
よるB19Vの不活性化はカブシド分解によるものではなく、  
感染性ビリオンがDNA枯渇カブシドヘ変換することによっ  
て起こった。DNA枯渇カブシドは感染性はないが、標的細  
胞に接着することは可能であった。Parvoviパdae科の他の  
ウイルスとの比較試験の結果、被殻状態でのB19VDNA  
の著しい不安定性が明らかとなった。β19Vが不活化処理  
に抵抗性が低いのはこのためと考えられる。  

Transfusjon2007；  

47：1765－1774  

／iルポウィル ス  ドイツ及びオーストリアで2003－2006年の計280万の供血  
検体を／くルポウイルスB19（β19V）についてミニプールNAT  
によりスクリーニングした。その結果、10万lU／ml以上は  
10万供血当たり12・7、10万lU／ml未満は1q万供血当たり  
2引．5であった。10万IU／ml未満の819Vを含有する検体で  
は全てに中和抗休（VP2）が検出された。10万IU／ml未満  
のB19DNA腸性血液製剤は高濃度の中和抗体を含有す  
るため安全であると思われる。   

Transfusion2007：  

47：1775－り82  
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パルボウイルスB19（B19V）の新規の遺伝子型が発見され  
ていることから、種々の遺伝子型のB19V検出及び定量結  
果を統一する方法を見いだす目的で国際ワーキンググ  
ループ会議が2007年3月に開催された。その金線の要旨  
である。会議では、B19V株の分類、種々の遺伝子型の有  
病率、分布、臨床的意義などが検討された。また、特性が  
十分に明らかになっている標準物質を用いたアツセイの  
標準化について合意が得られた。  

∨oxSanguinis  

2008；94：74－80  

感賞‾‾‾…‾…‾  
Transhsion2007；  

47：218ひ－2184  製剤における病原体不活化（PI）に関するコンセンサス会  
議で得られた結論の考察と主な見解が報告されている。  
現在ヨーロッパで広く用いられているPIがカナダや米国で  
実現されようとしている。Plを推進することによって、現在  

の技術や供血者スクリーニング法では防ぐことができな  
い輸血伝播感染症を減らすことができる。  

感賞‖●‾……‾  

2007年3月29－30日、カナダのトロントで行われた病原体  
不活化（Pl）技術に関するコンセンサス会議の報告である。  

近年の検査技術の発達により、現状の輸血感染症リスク  
は非常に低く、PIを直ちに導入する事は推奨しない。しか  
し新興感染症のリスクは未知数であり、Plは予防手段とし  
て重要である。広範囲の病原体を不活化できる安全な方  
法が確立されれば実施すべきである。  

Transfusion2007；  

47：2338－2347  

／くルポウィル ス  

819VIgG力価に関係したB19V中和の役割を検討するた  

め、製造血菜プール1000以上について酵素免疫測定法  
による検査を実施した。血贅プールは平均33±9IU／mL  
（最小値川∪／mL）のB19VIgG力価を含有し、これらの  
川∪／mLのB19VIgGは、B19V遺伝子型1の感染性を4．6  
log、遺伝子型2の感染性を3．9log以上を中和した。このた  
め、このようなプール由来の10％静注用免疫グロブリン製  
剤（ⅣIG）は、さらに高いB19V中和活性を専有することが  
明らかとなった。   

Transfusion2008；  
48：178－186  
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B型肝炎  1999年に核酸増幅検査（NAT）によるHBVDNA検出のた  
めの最初のWHO国際標準品（サンプル1）が樹立された。  
同じ血焚から調整され、長期保存された別のDNA検体（サ  
ンプル2）およぴサンプル1の力価および安定性を多施設  
で評価した。両サンプルの力価に有意差はなく、凍結乾  
燥により保存されたHBVDNAが極めて安定であることが  
確認された。これを受け、WHOは2006年10月にサンプル2  
を第2の国際標準品として樹立した。  

VoxSanguinis2008  
Epubaheadofprint  

リンハ1生脈絡髄  

膜炎  
オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを公平な迅速シークエンシンクで解析  
することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規のア  
レナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシピ  
エントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが  
検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認され  
た。この方法は病原休発見の強力な手段である。  

N EngIJMed2008：  
358：991－998  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  
た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白賞の広汎な  
変性と皮質および白賞におけるPrP沈着を示す非定型孤  
発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vcJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモバリンであった。  

Arch Neuro12007；  
64：1780－1784  

人免疫グロ  
ブリンG  

ど〔石窟‾‾‾‾‾‾  米国  
パルボウイル  
ス  

80123に同じ  Vox Sanguinis 
2007；93：208－215  

パルボウイル ス  80123に同じ  ∨○×Sangujnis  

2007：93：216－222  

パルボウイル ス  
Transfusion2007： 47：1756－1764  

80123に同じ   
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80123に同じ  Tr即1Shsion2008；  

48：1了8－186  

80123に同じ  
B型肝炎  

VoxSanguinis2008  
Epubaheadofprint  

80123に同じ  

NEngtJMed2008： 358：991一的8  

砺7稚耐蕗葡 
‾ 朕炎  

80123に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
ArchNeuro12007； 64：1780－1784  

製造中止に  
より記載な  
し  

製造中止に  

より吉己載な  
し  

石臼ラ商材‾‾  

ザルの腎細 胞由来  

白青函丙了5石ヲ亨葡善徳葡だ畜行者i花く稽靖欝画王弓てて  

て調査した。各施設につき10箇所の豚房より糞便を採取  
し、ウイルスゲノムの検出を行ったところ、HEVゲノム陽性  
率は70％であった。ウイルスは全てⅢ型およぴⅣ型の遺伝  
子型に属していた。ひとつのm聖に属するサンプル（sw  
J8－E鋸lこついては全長の9仇の配列情報が得られ、塩基  
レベルでのホモロジーはヒトから分雛されたものに近いこ  
とが明らかとなった。  

第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2007年10月21－23  
日  

E型肝炎  

日本脳炎ウイルスに関する2006年度感染症流行予測明  

査では、ヒトで4自治体1197人、ブタで33自治体5349頭を  
対象に調査を行った。ヒトにおけるNT抗体価1：10以上の  
抗体保有状況は、1－3歳で1仇未満、4歳で約20％，5歳で  
約80％であった。ブタで川抗体が1頂以上確認された自治  
体は27あり、うち抗体保有率50％以上は17、更に12自治体  
では8仇以上であった。2004年度と比較して抗体保有率  
が急増する年齢が年長側にシフトし、5歳未満に感受性看  
の蓄積が認められた。   

日本脳炎  
第39回日本小児感  

染症学会総会・学  
術集会 2007年11  
月g－11日  
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2007年4月初旬より  第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54【司日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

製造工程  ウシの膵臓  
より記載な  
製造中止に  し   

乾燥組織培養不活化A聖肝炎ワクチン  
怠感、39度台の発熱、悪寒が出現し、腰背部痛が出現し  
徐々に激しくなったため4月10日に受診した。5月18日に  
入院し、血液培養から連鎖球菌が検出され、肺塞栓、脊  
椎炎を合併した感染性心内膜炎と診断された。ペニシリ  
ンとゲンタマイシン併用投与により軽快した。同菌は  
StreptcocGUSS山s2と同定され、牛の飼育から感染したと  
思われた。  

動物における腸管出血性大腸菌の保有状況を調査した。  

平成18年6月から19年2月に愛媛県内の屠殺囁に搬入さ  

れたウシ143頭、動物愛護センターに収容されたイヌTl  
頚、ネコ67重責の直腸便を検査した結果、ウシでは82頂  
（57．3％）からヒト腸管出血性大腸菌（EHEC）が137妹分離さ  
れ、0157や026など9種類の血清型が含まれていた。イヌ  
とネコからはEHECは検出されなかった。  

日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

大腸菌性胃腸  
炎  

80131に同じ  第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

レンサ球菌感 染  

80131に同じ  日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

大腸菌性胃腸  
炎  

80131に同じ   第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

レンサ球菌感 染  
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大腸菌性胃腸 炎  
日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生車会総会2007  
年10月24－26日  

80131に同じ  

レンサ球菌感 染  第56回日本感染症  80131に同じ  

学会東日本地方会  
総会、第54固日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

日本公衆衛生雑誌  
第郎周日本公衆衛  
生学会総会2007  
年10月24－26日  

■■■一●－－■■■●■■■一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－一一－－一一－－－－－－●－■■■■■■－－■●－－■   

80131に同じ  

大腸菌性胃腸 炎  

アンチトロン  
ビン  

ヒト血さ夜  

米国、ドイ ツ、オースト リア  
‾  

E相席ヲ＝フ挿だ新海前号冗帯弓フ冗天声荊花享有  JGenⅥro12007；  

88：2162－2167  変異株であるPARV5が存在することが最近示された。4株  
のPARV4と2株のPARV5のDNA配列を分析したところ、  
PARV引まPARV4と同様に2つのオープンリーディングフ  
レームを持ち、PARV4とPARV5は92％近くのヌクレオチド  
相同性を示した。両者は密接な関係のあるジェノタイプで  
あり、ジェノタイプ1と2（PRV5と呼ばれていたもの）から成  
るPARV4という1つのウイルス名を使用することを提案す  
る。  

ウイルス感染  ●－■■●■■■－－－－一一一－－－－－－－－－－－■■■■■－－－－－－－－－■■－－－－■■■■■－－－－－－－－－－■－－－－■●－■■●  

定期的に輸血を受けるサラセミア患者でこTorqu。T。。。  JMedViro12008：  
80：365－371  扇ms（TTV）の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約  

10％（118名中12名）が［∨陰性であった。フェリテン、AST  
およぴALT値はm陽性群より陰性群の方が低かった。  
TTV7日CV共感染群ではフェリテンおよぴALT値がTTVJ＆  
独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継続的な  
TTV感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関す  
ることが示唆された。   
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（SFV）感染した男性7名  ウイルス感染  SimianFoamyVirus  AIDS Res Hum  

Retroviruses2007；  
23：1330－1337   

跡調査した。男性は非ヒト簑長類と接触する職業であっ  
た。男性の全ての末梢血阜核球（PBMC）からプロウイルス  
DNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝露にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSPゾ関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。  

■■－－■■●一■■■■－一一一－－－－，■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－●一－■■■■d■－■●●●■－■■■‾  

中央ヨ一口ツ／くにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の  

潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者14437名由来の検  
休中0．03％が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検休をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血莞プールではWNV－  
RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血策製剤製造過  
程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証さ  
れることが明らかとなった。  

ウエストナイル ウイルス  
JMedViro12008ニ  

80：557－563  

■■■■－－●■■■■■■‥■■－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－－，■－－一一－－一－－t■－－－●一－－－一一－■■－■■■■■－ 80135に同じ  パルボウイル ス  米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

トロンビン末  
ヒト血液  

JGenViro12007；  

88：2162－2167  

80135に同じ  ウイルス感染  JMedViro12008：  

80：365－371  

80135に同じ  
ち才フじ天啓落‾  

A］DS Res Hum  

Re廿0Viruses2007：  

23：1330－1337  

80135に同じ   

JMedViro12008： 80：557－563  

ウエストナイル  

ウイルス  
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乾燥pH4処理人免疫  
人免疫グロ ブリンG  

ウイルス感染  定期的に輸血を受けるサラセミア患者で、TorqueTeno  
Ⅵn椅（TTV）の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約  
10％（118名中12名）が¶Ⅳ陰性であった。フェリチン、AST  
およぴALT値はm陽性群より陰性群の方が低かった。  
TTV－HCV共感染群ではフェリテンおよぴALT値がTTV  
独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継続的な  
m感染はサラセミア患者における肝機能障喜と相関す  
ることが示唆された。  
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ウイルス感染  

刃DS Res Hum Retrov血ses2007： 23：133ひ－133丁  

SimianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期間追  

跡調査した。男性は非ヒト霊長類と接触する職業であっ  
た。男性の全ての末梢血単核球（PBMC）からプロウイルス  
DNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝露にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。  

ウエストナイル  
ウイルス  JMedViro12008： 80：557－563  

中央ヨ一口ツ／引こおけるウエストナイルウイルス（WNV）の  

潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者14咄7名由来の検  
体中0．03％が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血兼プールではWNV－  
RNAがしばしば検出されたが、∃一口ツパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血策製剤製造過  
程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証さ  
れることが明らかとなった。  
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ズ瓦葡惑薗 第XIII因子  

ヒト血液  米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  
パルボウイル ス  JGenVir012007： 88：2162－2167  人血液凝固第XIII因子  
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ウイルス感染  
AIDS Res Hum  

Retroviruses2007；  

23：1330－1337  
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